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製茶媛室婆凋場の設計こ共質施成績・

技師谷村愛之助

一緒 言

叩楳の製訂界は11-r萎測力‘ら始まるのであるが．年光節の60-70沼を占める{f及秋茶

ll.}削は尤角火恢イ浦順勝ちで．Il「萎衡を行ぶこ都合がよくない さうした珀IIから ． どんなK

即）l1でも(IIllにII「程疫の却彫置n：しこ然も象序沿的に出米てJt._1夕．茶店必叫｛直 はなとのま
利ヽ川 して之に澤IIIO)か11をかけないで洲むところの検屯萎測法は、ぽれなく製茶北酌こ勧

紺るところ0)砂）であると思ふし本法は＇母に火fl紅0)忍ヽIl.「の救消法としてのみでなく ．，［規

煤 l:『砂ーとして．たとへIIf炎断麺隈l|．． しても「l-r必即以 l^ーの品賞の製茶が耗治的に出

知ことがn紅されてゐるc Jl．氾l：影 ）‘fl勺炎測にも應川出米る特出iさへあるので．現在覺呪
した各地の茶農寡に於ては．製茶’,:,no)向l・・とJt均ーを削するll（内で、伐屯萎謝場の没』を簡

紅珈Iii嗅したもの及Jt.,a：方位の成績をも知らんとする希ヤのi.'.)がかなり多い。 それで伍に其
要求に應じIL本法の1,1,・J).む1るため．その迷測出として0)没汁の要項）り野1蝶茶氾試諭女所の

，謁代にか .I.る杖施成績の二．三をも紹介すること にした次第である。

二設,11ーの要項
製茶依虹澤法の詳細は己に彙叩いI-Ji．及；'l.揺如こ,ie祓してあるから，応1-の基逮は

tふじ • Itしこり＆る のであるが ．‘如地没，， 1· しこ 祁つ•L・ 考慮すべき間があると思はれるのでとを 1：．として

述ぺて見ようと思、》 Jヽ

晶滋冦憔i出を建てる出合には，叫(1)tltしく知しようとする出合 と(2)従来Jヽ製茶出

一部を改造し成はそ切製造出を延長し父は炊屯缶滉j出力←＿一定のIf団に制限せらる L出合とに人

別せ られる。hilkは 1見HI1 に 北； I • 出米る力憎滋は制限せ ら るし條件がシいから ． ぷ I • 行は ~1i lK・ 

出合は勿溢であるが．特に此出合は徒に理也に騎すが1tな く． たとへ理想(I,・)には多少シfi品とが

貼があっても操・yJに便利である可きを第一のIIt？とすべきである
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次に煉セ迷愧j出の利Inの出力‘ら足を観ると、大体

(1) 萎禍i#lll

(2) 他灼政は 111:火に利lll

の2往に成り （1）はJI I：：軍 の述即）みなか屁l勺萎悌jにも利川し (2)はJ・：と してIII：：程

£の萎凋を行った後、荒茶の位餃又は"・火にJIlふるので．坦今茶店亥の要求は之が多く.fl又粍

浣（Y.Jである

操業の力而から誼ふと

(-) if成の製茶J：程 として本法を施行する
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があるu

没社をする加には人体製茶出の位匹茶瓢に風のIl欠くjilh]及強さ ．悛＇令炎刺出と現（ I：・製茶

“との削係及）、l:J間の船闘をよく 謁滋 しなければなら ないし址＇序が判 II)lすれば （一）熔嚢

”勁叫を決定 し ． （二）之に l;i鳩の没偏及Jt他の 1項を名へる 。 以 l‘• 「I ,f萎凋を検屯炎削法
で施行し後荒茶の乾燥に利IIIする拍合を例と して設計法を述べる。

茄裏を使川する場合とするe茄墨のれ秤．1m(3尺3寸）は生虻0.?2k~ (I斤2分）同l.lm(:i尺6寸）は

0.9 kg (1斤牛）がn千萎愧］に適H：である V 筋慕1枚に萩せる生kiMを 1)とすれば、 1回の迷凋

に要する茄甚数は、 1回の紅：，：た匹1枚の板釆間で割つたもの，即ち、年である....Jl隈狂

は次表がIIふると便利である。但必中の数字は枚数である ン

（一） 焙室萎凋場の面積、設禰及其他の事項

(1) 

ぃ△ 9f茶期に於ける 1nの最俎妙睾を知ればよいのであるが．判11J1しない時は｛渫期の4;,

鯰岐同期の製茶II数で割つナこll'りを以てするC,（生菜の一部分如紐1こ櫨つて苓凋す心If勿給其敷

景を知ればよい）之をQとする。

c 2) 1 nの萎凋回数

之をNとする。個に 12nl間製茶とすれば．生菜間にもよるが菜の人替反糟竹を必慮して’I‘:

均暉茶は 6同．包種茶は 11回で．1回に前行は 2時間、後行は 1II年5分を必要とするcen 

業部璽即第六十五鼠及第六ヤ）L猜喪照）。此吸オは茶l{:Iが製茶拍の近隣に集園して（I:．つて摘採虻が次

々と悦人 される間に應川すぺきであるし然 し菜I如1カ遠くに在り ．又は小l(lih'浴所に1枚在 して生

鱈遠謬まつてから製茶狛へ米る出合は．11JHの1il]0)時間と摘採忍tと 1回悛至でぷ測に

要する n.F間とから N を決定する e 例へは面iil八時 ’1~ , In]十一時’Iミ．午後二時．lriJILY/1.¥=虻Inlバ時

塙採栄が製荼批に至ll行すれば．Jし間の時間はそれぞれ ・:i,2.6, 2及 2時1i1]ある澤であるから ．

如滋滉］は次の生虻砂l1汀する以前に之を終る様に生菜を分けねばならぬジ故に灼討淡涸法な

施行する出合は一I面に於て、摘採係Liに於て出米る人1)一定l.FIlilを漏て.¥..一定址の生栄を製

茶出へ送る様にすべきである。

(3) 1回の萎凋虻

1 I」使川生応麟紅i回数で割つた商即ち条であるe

(4) 茄甚の数

直 径 1載せる量
I (I 

（i：盟 閃゚嘉 s:1 I 1 ::., I JG7 I 200 

].1m 0.90kg 67 100 134 ]69 
(0.6)~) I c1.s斤）
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(6) 溢凋棚の段散

粋通の乾燥出で焙燻の上而は床から約 13Clll (4.3寸）高 いが．伐室萎凋品では焙燻の上而を床

と In) 一水的面とする 。 かくすれば乾燥のI手に、乾餃 犬は'it';’•通の時に比し ．梢多く r. 'ド身を屈する

加こなるのであるが滋澤兼川乾燥室では萎凋虻を冷す謡にぷ牡虞を床と同一平面に下けた 深で

ある。萎澗棚の下段は床から 7ocm(2.6尺） とし．焙面の上而からは約 30cm(1尺）離し、棚の距離

を］ 6 ー 20cm(5—6 .6 寸） として ．棚の段数を定め之を M とする c さうすれば萎洲棚の一段に並ぶ茄

；の数或は茄纂の列数は、節邸数を棚の段数で割ればよ応即ちよふである。但茄製に生葉を薄

＜撒布するとか．萎凋時間が少 し長く成つてもよければ棚の距雌を柑岱小にする ＇ドが出米乙

似目の最 r．段は茶エが(J111に茄廷を＇j| 出し1!}る程度にi漏く する ．然 し除り高過ぎると能究

する。先づ茶J・：の身長から註へはl.9ru(6.3尺）が適徴であらう

(6) 萎剛棚に要する而積

今節置の研を Lとすれば．c5)炉と汀萎叫棚一段に並ぷ節纂駁は始おであるから．萎襴欄

・に要する面積(5)の答へ謹如）印紐栗 じた積で、即ち rぷ怠）である

1~．式は益凋棚が一『［線を なす時に應川す可きも ので ． 萎測出は人柄長）j形であ るから柵がれ

角に父はつてゐる出合は．肛fりの数だけ冷して凶く可きである ．今lnfりの敦をRとすれは＼萎

“棚に要する［面積（5）の答へに間の 数を加へた和に謬の 即該梁じた積即ち rねぶ＋R
ェー

となる。

怨尾に附した［沿Iは本萎凋法を行ふ萎凋拍の'1‘・・而図でlillJf多力吋濱の位四とすれは所澤棚がれ角

に交はる四i即ちRはJI'糾合に於てはエオ，キク，七；；fii]で 3,クアは人nにあたるので之を除く 。

乙組合ではアイ，ェォ，キクIitlで3，内莉合ではエォ間1，而 して汀:n合ではオカ，キクm10)2であるc

(7) 必凋棚の配凶及萎凋iiばVこに要する而柑

萎剃棚配凶の適fは法割虻作の帷易に{iらに削係 して来るので、、ーとは除程 1・手にやらねは‘t‘

ぬ。第一に芳慮す可きは送狐］宅の梁間である..,之は‘新設0)品合は自家で所要の仕さの陸槃nltt

があればよいが、なる可＜，屈りにある材木の長さを居準とし．之を中央で2本編にするかl*
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5
 物を川ふるかで決定す る し 従即凡拉叫ゆ染11り 1勺法は色々で 4.~ Ill (lo 8)し） 5．15m(17応 6.0um

(:JO)↓）0．46lll (21.3]:)'紅＇：であって．いづれも陸党は ）本物を使川するか 2本物を汎中で紺合サ
るし次は紅l比の人n．及他への通跨’炉＇：の位凶 と人さである」｝止後に屯要なのはf1_:代に要する
而積であるc萎叫］棚に別しては少くとも1ふ謀の出人や生栄の反帷裕に約 3mの船が必要である
が．紅叩I{,l合ひに1ド行に設凶すれば此耐KのIIi]は 3,llで共通に使Jn出来て．訂．fりに交はる
卯合は知ヽカの側の萎凋棚に到して伯き糾る丈けの面積を取ればよい此恥ヽカの棚の‘n際 に
俯く磯1J敬をKとすればf1立に要する1叫は之に3と認の［I国を乖 した積で3KLであるし
附似1で明なる様に k（ふ叫吟に於てはクケコサシ 7、セで 7，乙ぷll合では クケコサで 4,丙糾

合ではオカ ＋ クケ で 6, 而 して！ •i ll 合では ア イウエ」 の 5 である c..
心疇0)ヒットが 1筒づ L4‘••行に凶し 、てあった比玲 ． 七 ッ ト の敬と梁1i il1勺法と ．性 化に要
る批所の年 ！191じくI面積のIlil係は次ム0)如く ちるし

I 
セットの 粕 渠 問 内 注 Im mすろ出所の 輻 r,,J 而 積

m 
ru 

m 2 
I L+3 

3 
~Kl 、2 2L+3 

隻‘9’ 
3K「』3 3L+2x3 

2x3 2x.‘ikL 4 4T、+3X3
:1x3 

3x.1kしツト 4 
第二、第三セッ 4L+2x3 

2x3 2x:lK[』
卜背中合eの時

即ちセットがJ俯り）時はそれに列し船3Ill而積に して 3KLm2が必要で， セットが 2筒li行
に向ひ合せの昨は此lii1の船と ［葡積はHi通であるからhil行と同じであるが．セットが3箇になれ9L’
3mの船0)作棠出が2筋而積としては2X3KL1112 丈け必要で ， •L・ツトが 4 俯で I勺 2 箇が中央で
背中合せ0)時と同じくな るのである。

燥併川の出合は概して位餃)II焙頃の数が炎凋川の焙燦のそれよ りも多いから ．it出合は先
幻乾燥知の，·＆ , : I•な先にし ，、とに萎淵を加味すぺきである速1J ち炎凋を 1,3すが的に除り 位蜘輝を
下けないように缶疇を配謹すべきである。 ＇他約 1)0)焙燐が除り接近して砂出合は紅lにあ
たり適岱火を入れる俎璽数を，;11-3立しそれに丈け火を人れ．除はそのま.I.にしてよいと思ふ。
紅凋棚の位は炎鯰の辻築とも臥1係があり ．｛繹併川0)狛合は｛磯にも術接な父渉糾厄 ，
Jしl"．．配凶の巧拙93麺 11堺この難易に虹ちに影判して鯰0)であるから ，紅ill!激0)決定遠凋
棚の位には熟I.も して決定すべく ， fri]時に 色々 な拍合の，•＆,1を耗駒する＇ドが人切である し
(8) 炊玉萎因出の而枯

之は次の式にて現はし紺るc

如滋心の面積＝益凋檀に要する面積＋作哭に要する而積＋通路其他の而積

妊に通路其他の叩 Kとは人n成は出nJし｛也茄甚機の没凶出米なし、出所の面積であって．例
畑 Iぶ1の叫齢ではイウlil．クア1i肌口齢と油II合ではサ 71h1に見る様な面積である
叫 が決定すれば萎叫即の形ちRIJら知）と桁行の決定であるが，、とは(7)にも述べた通り梁
！りは陸梁に使川する材木を 1木物にするか 2＊纏にするかにして柱は出米る丈け炎凋~ I勺にす．
てないのがよいo柱は萎凋作業に不便で杵しく作北面積を挟少にするからであるe 参考： として
し太材の大さを表示すると次の通りである。

ーロは9.1c11(3寸）10.Gcm(3.6寸）12.lcm(it寸）13.0cm(11.:,• t ) Hi .2em CG寸）~iで、長えは 3,04 11 
(12)し）4．4m(14.5)↓） 4．65m35尺）穿であるe

次に桁行はす ぐ決定せ られるが、建亮は(]6)に記したやうにJt専門『ゑとA・II談し．頃の）iI{,1.)hl
間の肱況等を考へjifりに就ては茶店家の、な見を迎くがよし‘し

(9) 焙燻の数及位凶

炊名萎凋出に設凶すべき灼墟の数はエ品の位凶，其虔 の氣象’序を第一に名へねばな らぬc 風
の入、杜疫の,•,':j い出所’が出 1 · 1讀叫 l’．を加へて凶く 必要がある 二 次は生虻0)性釘で、水分の多
I.loが集まる所と之が少い芽の米る所とは焙燻の数は炭へねばなら江 姿凋屑の配凶にもRIるが
休焙燻の散は（5）の答へを 2で削つた商で即ら 2塁、,Dであつて，1ふ菱2列に1筒と見れば先
‘'、ヒ日である。1糾在も5邁の 1列をきに1面廷の中心が焙燻の中心に一致する様に作れ
＜．焙慣の ヒ面はHilにも示した通り床面とIolーにする＇ ドをす Lめるし
疇 併川の必合は慨 して位歎III 焙櫨の数は ． 去滉l) 1 1 の それに比し多いから ， ·印h他の森は 1 ••9
,; I祁法の1虚に相秋する焙煽iに木炭火を埋むれはよいし灼燻0)築き）iは之を省略する v
10)萎測櫂

岱名の散が決定し櫂の距離がきまれば，萎凋襴を如何にするか。萎凋柵は地 l'ーに据沼くのと
l卿 ．又は梁から吊ドけらの とがあるし機のiiをli'il定する杜はHilK・1こ於ては時に邪竃に成る＇ドが
あるので，芍屹浪行を採川するを使利とすが棚は 2列のもの3ダIl又は 4ダリのものもあるが，
棚のn収itnf可により適1認を決定すべきであが 1It生栄を濱撒 した節疫はHltt屯いから ，欄
除り長いのは中央がだるもれ前1があり， ；i名の距隣し柱の近くとはy夜生じ益割にも少しは彩
評が生じないで もないから ，似）及いのは採JIlしない力がよし‘J炎凋棚の迅り）iも之を省略
る1Lとする。

1l) IIJI採

注内に於て似生釆0)皮化投t1必t属するのであ らから，屯内は1リ1る＜しなけれはな ら
勿溢窓も必要であるが所 1々せ恨に ガラスl}えを頃込んで光線J)よく 人る ようにする...：窓はカ・う^
を｝lくりり1採りのみならす通浜O)fI的にも大切である，

12) 通風

窓は灼燻に木炭を燃し速かに炭臭のある空氣を去 らしめるi3に，*11岱の大きさを必要 とするc

-J... 



6
 

7
 

板ガラスは市出にあるものは一定の大さを持つてゐるから，窓にはめるガラスも此人さを撓準

に取る1冴信)Jめる。窓の造作は本氣の出人せぬ様よ＜it衣する事である。其他ー犬井に開11.4-1印IJな

空氣抜ぎ又は小l4．根を設け ，室内の杢氣が絶えす之に向つて動く様にしたい。 約 24.7m2(7.5 

坪）の煤安では虹揮 17cm ~6寸）高さ 2Ill(J庶氣抜きで十分であるが，之はその製茶出に1次く風を

苓I.Ii¥．する ＇ドカソぷl)である。雨芽のIIJは石池登動慢か らベル トを取

筒箪な風 Iドを作り ， 之を杞J悼して排氣する 1f• も出米る 。

(13 i~疫計

萎割ここ「保する大切な温炭及出度を見る収要な器Jしであるからf作業

而してなるべく宅内の温炭や出疫の2ド均した拍所に四＜・ドが火切である

暖汁を使ふ()

(14) 口

印11に出入 し碍べ く．且茶沌を裕いで自111に通り紺る高さとJ災さがよ

ふ数字を好むから ．そんな数字になる様［ti1枯りに収・必せ られ、

てゐる板を切る時も無駄の生 じない寸法を割出すがよい。人口の戸は開き戸より引ぎ戸がよく

閉ちた時は本氣の洩れぬ様人念仕上ける •lf•を特に注慈してをく

節怪を水’l‘・・に保ちつ

、し本島人間には 4とか とか

た主線軸から凋半で小さい

邪魔にならぬ．見易い

将通にI佗出球）K銀寒

(15) 述築Jl他

煤屯萎憔i出似没計はl・.5訟 通りであるが．建築に就

、とは煉」むド枚積では雨 Kの際外の水分を壁からどんどん透して米て室内に凝縮する ‘lf•がある 。

枚に煉応ド枚を外側にIijとれば丈）こで｝．

む専門家の、江兄をよく弛く＇ ドである。

土fりも1'ヽ・部を石脚に iし 梨 たも ので も なく ． 上~角

る。床は1祝iをよ く撞堅

~1；はそれそれ井門亥に相談 して没い I ·

る丈け ，他の建物と渦和を叶り餘り奇抜な外観を星しなし、f裟に

、`クリ る 。 煉」H.i‘［木T． 1f•小 lは1l及jf..if -T. 1 f.

る力がよい。 炊‘屯炎淵狛の．屋根 ， 事．＿fj•,':j'

＂たとするを可と

n、窓咋は出ぷ
る ' l f•カツ人切で

）
 

一仁

とも ~Ocm ~1尺）あけて四き ．棚も足次ぎに登つて作業をしないで．床に立つた佐茄甚を出入し
謬高さにする力がよい。llfi栄だけを絞遠凋法で萎凋する＇ドは多く の出合に甚だ便利である。

之は｛吃蝕と同時又は時間を繰合はせて紅を行ふ0)であつて ．ll.Friilも人抵’じ後五il.fから八時頃

までリ人夫の手も都合よく ． 此）j法で順凋に迭悌lすれば ’l こ ，~ii 二時頃には製茶が終了して ． 茶T→
砂新l八11.1;:頃まで駁られ努伯の分配も保哭も）船序よく進行して行 くのである。

但現在製荼払にある出口は

'lt項計・祁

(1) 1 Aの生：楚枯
Q 

(2) 1園の萎凋回数

(3) 1回の萎凋慧

(4)箭岱の数

(5)茄阪の列数

5

、カ

、）――
 （
 
設 計 例

LJL茶棠組合で悛室．萎凋組を建てたいが亀萎凋の後は佗燥にも併JI)し，梁間が 6.06m(20]し

製茶批を此幅で延長し 66m2(20坪）し力餘地がなく ，生旅は 11Iに1,200kg(2, 

・1比 之が條件で

)よ 礎

る子設註は次の如く

斤）慮理した

c （附圏参照）

Q
 

,1：式―- 一答

1,200kg 

(6)萎凋棚

ソ

而積

節築はL=1.lrn 

段数を8段とする

nし凶は

包として棚り）nじダ1J
萎凋棚2セットを没凶し

生菜0.9kgである

nが2個（イウ間及ク 間）あるカ

ゞ
Q _ 1,300 
ヽ~ =了T

Q _ 100 
＝ ND- 0!) 

Q _ 121 
＝一MNI) 

北{!!l]にア1

11回

109kg 

121枚

16ダIj

ェの 4列

(1 6) 没計1凶11葡と仕様，1：：とは正確且り1瞭に1：：ぎ l：け凶＜・ドカツ辻l)である。

検宅萎濶拍新設の社｝合は1咀郡）｝伏泣茶期に1次＜ J瓜及Jl.Jj岨さ．現在設伽3)製荼桟依並に

11主と の削係を考屈 し．位凶）'fり等に就ては従米のJ瓜1：もあなltである力‘’

＜ゞ獨断はせぬが良いu

(17) 

談の 1~．決定

(18) 

應茶・某行とも-flI 

従米乾媒出として萎捌必と何等仕切りの無い出所に炊室萎測出を兼川せんとする出合

は，J述の様に萎衡菜；，しを 決定し，面積をきめそ0..I面積を取り，投には上角又は煉」｛で壁を没

け丈夫なしか も風を通さぬ戸を没伽し，之に加ふるにJ-..JEO)萎測川器を偏付

西側にオカキの 3ダIl．南側に クより セ迄7列凍I!!!]にク アの 2列とする。れfりはエ オ，キク，I:;
2 ←つ

の 4 筒あるが I勺ク アの 1箇は人 n に岱るを以て J〖じ晶＋R)= l.1X(lu+3) 2Bn2 

サシの3ダリを除ぎ 、紐にクセク・リとnfりに 2列3、脱ぴJ)背中合せ
、し1暉仄の際は生芽の一時取人撤

7)作業に要する面積

j直仇各Jし：｛也0)1(1iHi

し

ィ

も

Kはクよ

聞唸で1逆‘I..[l^．此屯0)． ク

0)而村（から‘ti際．述削棚(J,;lfiiffi.幻；diいた災と

fi] ‘ti際u) 作 業闊閉"liは3 .9 m で ＇l i’•通 0, 3mに比し約0 .9m 丈 けJ災
） 検 ’至法褐i~0) ,1 1 •祁 I ·. (j) lh i h'i

l.:り） 7と たP

逸の 内f!!IJを● 鳥•

る

c, 

こ不便で

~KL =3x7X l .l 

1枚宛な・

31-21 

．、
？ し

23m2 

「たものと

nm2 

れば）£る

此答をti際0)06Ii心に比すれ

検・せ滋さ凋均のI(lih'i

-2lt23tll 
5 
知 1•2 

昭栄丈けを炊室萎渕法に採つて出理し様とする必合

これは商分贔0)良い話であるが，先づ位餃出を密閉 し糾る様に(18)の如く，没偏し，乾骰川灼

燻0)上部に益洲棚を取付 く砂）で ． Jt.Il I •3tは 19fi栄を殺イIIlht宛何ll!Jし こ去測す る かを先づ決定し，

(1 9) 

(9 

l-l.m,]EII tつじ滋JJ，'ぶ‘応）ふ・・過ぎる程でも なし ‘v

ま洪liil'序に制限が無く 11111に没，寸する出合は致で梁fiilと桁行を決定

(7)(8)に詳祀した如くであるJるので之に就ては(-)

焙姐じ）敬

位燥り）11的で19筒灼燐iを枕＼り内8箇丈け法濶IIlに供する0)で

16 
2．ヽINI)=-3― 

るし

閥

それから~ii述0、はなJ I•39をやればよ し 唯il心を要する0)は棚0)ド端と灼偏OO 」：部とは少く 焙は位骰の都合 l •北側に6. 西側に4, 南側に7 東側に2箇と るe



，
 (10)萎凋棚， 2ダリのもの3登・⑮ ljのもの2羽． 4ダリのもの1衣．据凶式とすた

(11)窓、 北側に2箇所．西側に1箇所,lf-i側に3箇所とし．・1,1●：jさ91('1n(3)い船S2CIll(..3.7尺）とす

6箇所

6蛍

(12)通I氏 小民根を紆＜ ．長さ760l(3.5){)樹45C111(I5)し）ドに引戸をつける C 2箇

(13)杜疫計． 乾撫球寒I災計. 1箇

(14)人口 ． 新笑北側中央に高さ1.9m(f>.3){)輻l.3m(I!..4尺）とし灼いものが1個所あi入C, 2箇所

(15)建築其他． 糾合の希咄に依り北及西側．煉瓦‘ド枚積．，ti[!!lJI--fり稲．東f!!I]は現（I:製茶組の

収を利川 したv 陸梁は 2木獄とし距l埴12)ぐぐである＂杜は屯内に布てない＇ドにした し但収り

煉1ヽじド枚積は森雨にi柱氣佼人する）収れがある叫lti父汁は｛紗荼包種製を）品（vをとしたり）であるッ

II'茶業糾合の設計人要は之にて終り 他の 3糾合の伐室萎洞払｝を見よう 。

茶梨組合名 目 的 I 希望探件 栞問内法 I桁行 内 法

m Ill 
乙茶窯紐合 迭肱｝ li．用 拉I1や(10.5坪）乾憬場の二階f11Jll r，. 7 5(1 9＇く） c. ()0(20’く）

丙茶菜組合 乾 燥併Jrl 紐合長 (I ら設．i t• L1: Lの G.~O (:111{) 6.20 (2 1 r:) 

T茶業組合 乾 燥 併用 渫lt1内注4.85m(16R）：： すろ ’l; | 4.P5(1 6R) 決定な妥する

三 霞施成紋にその考査

昭和1lL1年五）］応紅］法を似して以似茶I謬では疇批を利川 して吊 1、式の萎凋棚を造
り．小規校には｛ゞ法は朴l詔炭く行はれてゐら 、ii‘・ク勘茶業試験幻所で没註したもの及茶業ill合長
妍麟所に米て 1] ら 見取凶砂 lいて建没したも の ~ I勺 代表1•I’·) な 4 例碑施9戎禎をぷすのでj
がJじ1‘••I 葡脳l は 1肘図に示す通 りである し

茶梨岨合名 l面i 積 1 茄 径 敷 ー岡萎… 1製茶場に菩すする燻室萎凋楊の割合

n、.-) 枚 I kg I 
％ 

甲茶梨絹合 66 121 109 4, 

乙茶菜組合 邸 113 103 Q 血

丙茶業絹合 40 80 72 3 

丁茶業組合 31 74 66 40 

」^．記三糾介0ノ伐室．一述凋掛に就ては計3)叶．より見た條件のイ＜部合な四i,.!.'しは改Lしを要する四iを

指滴しよう u（附圏参照）

乙茶業糾合は階 Fに 26 屈I• (J)灼畑を伽へた｛奴距湯の二階である J 床に温‘,I図氣り）取人 n を敬箇所

没けたので萎測棚り‘段数は 9ほと成り ．11別に茄築を凶く＇ ドが出来るが，中央に煉l・［稲0)ttあ

り［l外降．nの位凶とl葡積が可なり.ff見な垢所にあり「l．や し人きしツ）で，保閉に少しく 困碓を感
する程に狭少であるが，｛サ茶期の出盛りを思ひ凱へられたる條件では，之以 l：咄むは無別と恩

ふ。

内茶火訊合は」F.)i)f知滋討滋溝湖で，辿陀に貨る人nは2箇所で,(ii!!1j力： l ． 2m(4 )↓ 詞iJが 84 t•Jl1

(3.752 、9し）である し Jt.1＄に現在は ， l｛l l ふij!tl と 11~ f! I~ に萎凋棚を，没（）て ゐて ． 箭径(J 9)¥9段、灼煽は

18箇あるC, 9段はや Li虻茫にはやりづら いし｛汰業而枯も可なり炭＜ 射，i5.3I]lもあるからT・Iiilと1i

側に2ダIjoノ萎剌棚1箇宛は没凶し碍られる。

こ「茶北糾合はやはり人nが2箇所にあるC, Jしため節私は1ダIj丈（）没価を見合はせなければな・
なし‘し生如,tから，‘：l・jJ:すえしば、桁1i（よ6．2IIl(21)↓）でよし‘が．梁Ilill勺法が4．邸rn(16)く）であるから ．

作業1（柑枯は狭少ならを免れないv tt＼際の船は 2ヒッ ト炎閣棚を1,,1ひ合ひに凶くと Jt|}il僅に 2.Gm

で作業には少しく狭いし 迭削栂jを） l •1!!!Jと之と」f[fり に凶（）は＼ f乍 〗[· には都合がよいが萎洵払知） l （l i
秋は約2倍に成らから ．之は現在の製茶払｝からばへは長過ぎるので桁行をG.::lmとしたC,

灼煽数は16箇で内．玉測川には8箇に火を人れる＇ドとした c

直深加合中．川は咲北‘J•I1の地味0)苫くない所で ， 茶樹品往は I!i心に時茶であるが瓜が強
、し松では応炎凋出としては最も炭く収鱈もシく ，恐 砂 温閲叫())澗節も l'l111に出A<

る 。 壁が煉応I"-枚積であった13じぶl :l i の時はi¥-:氣が透して米て宅内で副＇けする •1,がある し それ
こも係ら和渫製品が 「1 千に比して良く 均ーして I1i渥 • I辺認め ． 糾合艮が昭和パ年八月州店t
懇談合にて此liを狂表し，1紅の包種茶は最良のものはt¥Iediumto Fineで11干はMediumであり平
均は3出i)り至5出i高かつたのを報じて米た。g茶の烏阻製も之に準じてゐに

乙茶業糾合も屯北州は1古1より全島で有名な茶南地で I:として村心を栽培してゐi;,..., 11ilに記
た通り疇邸）二階を利川し，焙燦 0)火を起す時以外は似叫の成沿認逮格なく利）IIし萎凋

の岱に輝を妨ける • 1 ; はない 従つて萎凋棚 も 9 段で．稔凋郡） 1n ift'cに比し芯凋し1叩玖砂どは多
泣 0)温I虹が高い眈は収訊根と U)間の破rIを悉く外づす11.¥,があ瓦此糾合では特に宅I勺

萎叫翫）炎く雨如訊も府社で摘採 してゐ瓦 釦摘採の疇期は決して失はたいのてある。

疇幻ill合は新竹州でも新しいり）であるが，俎介長が「1身で如漆凋出を設社し応 叫 ち昭
和叫年の双茶烏liu製から本法を始めたが II 「•法のFi n邸級に比し湛に呑昧応） On choice級を閲
秋茶包仰に試みて成功したので．昭和五年は全製茶：tUン40％を此Jj法で遂行しぷ年は炊五迷

叫如認に到つに勿謬櫛＇胡屯も r!i心りサ心大布淮「．心大布"!i;())良品柑．を栽柏してゐるが，

近年恐加）謁恥'i)ilf々 報を見る と平均＇：ばで断然L/_afりを現はしてゐ瓦殊に注衣すべきは此

茶業糾合にては燻室藝痴虫を正規の●遣工稽Iこ入“てゐ3ltであって、生南代はJ.;.して叩 1せす製
茶叫の1i1).I泣に均ーに雅つて、生P団 の叩叫国に高1ftを呼んでゐ和icil糾合で は午hil
八P．げ・，紅il十一砕’ド．午後二時、午後四時及午後六時の叫に生栄が茶[A1か叶般人される ーそ

れで午hi I十n ．料こ焙燻へ1';•通 より は約20炒く木炭を人れて火を起し 。 炭臭の含むでゐる杢気を
逐出してから約30-40分fiil窓と人口を閉すと ，所定0)温）父と杜疫をふす0)で第二回の生葉か
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伐室で萎凋する。か くして第三回を同様に汲ひ第叫同即ち午後四時の生染が検室萎凋の終る頃

回の生菜を水筒吃繰する時が米るので之を行ひ．第五回の生菜は之が終つて煉室萎凋
r' 
”牙≫
 

ー一J’ト

を行ふし第

乾繰に移

回生虻は午後八時．第

し・故に茶エも ’l噺l

回は［叫l+1l,}勺第四回は夜半，i（Oして第五ICTJは午11ii 時に

IIギ過ぎから同八時迄は光全に糾かられるのである。全体の保業が

非常に順湖闘滑で．其能率は到底ll干の比ではt_.

丁茶業組合も亦新竹州では有名な茶産地で．f王は地味もよく品種も一定し祈心清心大有淡

心烏阻を栽植してゐるが．何分柏こ風が激しくてn干をやつてゐると茶菜が吹飛ばされ．萎褥l
が不均ーで．之には除程1木1つてゐたのであるが．本法によると一定時間に反縛し一定時間に取出
して室1勺萎凋に移せばよいから作業が乗であって、1'tl7の苫 しば店に徒努であった＇ ドを梧つたし
以上に述べた組合はク）；合であるがそれ以外に佗燥勘に吊ド式U)萎凋棚を没けてゐる製茶業行

が本法を採）1！した所以の のは全く 疇菜な翌e製にしないて前日製として品質の低下を防ぐにある。
即ち午後四II年以降でn干萎凋ので

乾媒出の」・・しこ没けた萎凋棚に被せてrl
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ゐるし凋介した所では此製品は悧llfl摘採の製茶に比 し品釘勝れ］序11i]摘採に劣

如斯きは自然萎凋では決して出米ないAll談で嬬室●褐法は●●茶の晶賣喰夏上有肇た貫賦をした

・・ドは・丁茶業紐合の如

のを兄

のてある。

伐室内では空氣の温度．i駐度並iこ流通を自山に調節し得るが故に投業が一定しn．容昴である
l且の強い所や丘陵の間の視）女の高い製茶拍で よく ］［•U'砂りを現はして

がそれのみならす萎凋徴時の條件の記録は自然萎凋に於てはI収れな力

法では確＇a°に之を記戟する事が出米るC,伶lへは:~1i/行に於ては秋茶互，
き469gで11-F岱時ll射温度22.5疫北東の疾風30分にて5％萎凋とはa

り風のノ1,'fi1)も髪り一々之を記人する＇ ドは困難であるc 然し後行に於ては温

視度43%14分にて3妬萎凋したとRE板して四けば．同様の生；心ならば殆ど協rl其條件を繰

-
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生品灯別に

なく 、生茂の艦が11)さ

の失敗を招 く 事はt•

゜

の條件でrn)一萎凋が出米がそれで茶阻rn,1.品種りII.
て凶けは］年々萎凋で失敗

十分確B：しこ社はれてゐるならば述

る髪は全然ない許りで

た土地で萎凋を行 も，桁外れ

炊室萎凋法が日干萎凋の出合ばかりでなく ， 屯 l勺萎凋にも應川せられるのは全く物耶(I'•)萎凋
條件を一定に維持し糾るからであつて．r例へは'(1然萎測で11-f萎凋が順湖に行つても虫1勺萎滉I
に移してから天氣が悪く成つたn.t=は．主内萎凋の間に可成的低温疫で 1時間1勺外炊奎萎凋出‘―
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るのであるが必'fi；ど序しく屯要な0)

は設偏の充‘ttであるし従米製茶品質の良いと言はれぬ地）iでは畜萎凋没偏殊に茄劉歴節の数少

岬iが狭少であるに反し．役良茶生廂地）iでは設偏完全し作業出も111'はじ脳
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、没価を完全にすれば先づ製品品質の
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製茶の優秀を期 るにはbiitl・を選び．技術の熟逹を要

＜萎凋作業

20ゲー之は持に萎凋井川である一ーから4.0％を占

・J)を涵養する：11°-が人サ）である
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本彙柑は茶芽奴紅萎凋法に腺つて茄役を川ひてII千程疫の萎凋を行応J［後は其出所で荒

茶を乾燥する拉合の萎凋出の没·.i l •要項を講述 した ので

萎凋出の面積

(2)姿凋出の没偏

こ就いて畜111祁式をtt例に應JIIして漆凋出

(1)天候不良0)批合に於ける11干萎凋の代lll法として

尾

設計及作業を説明 菖 伯rn：地採-v: るお茶批に於て

(2) iF規の製茶T．和として

(3)暗栄の品釘改良法と して

例を詳説 した0)である
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